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学びを日常生活につなげる小学校理科学習

～一枚ポートフォリオ評価 (OPPA)を取り入れた問題解決的な学習を中心に～

1 はじめに

科学技術の発達によって便利な物に囲まれた現代の

生活の中で、子供達は様々なツールを使うことに慣れ、

指先で操作できることが当たり前のようになってい

る。このような慣れは便利な一方で、身の回りの現象に

気づいたり、その仕組みを考えたりする機会を逃すこ

とにもつながる。身の回りの現象は様々な仕組みから

成り立っており、それに対して「不思議だな」「どうし

てだろう」といった疑間をもち、日常生活の中の身近な

事物・現象に興味•関心をもつことは、理科の学習を進

めるにあたって大切なことであると考えている。

そのような中、新学習指導要領が平成 29年3月に告

示され、小学校学晋指導要領解説理科編（平成 29年 6

月、以後「解説理科編」と示す）で、教育内容の見直し

の一つとして、「理科の好きな子供が少ない状況を改善

する必要」が挙げられた。これは、国際調査において、

日本の生徒は理科が「役に立つ」「楽しい」との回答が

国際平均よりも低かったことが一因である。また、解説

理科編には「生徒自身が観察、実験を中心とした探究の

過程を通じて課題を解決したり、新たな課題を発見し

たりする経験を可能な限り増加させていくことが重要

であり、このことが理科の面白さを感じたり、理科の有

用性を認識したりすることにつながっていく」とも述

べられており、教科の学びと日常生活や社会とをつな

ぐ学びにしていくことの重要性が求められている。

2 主題設定の理由

(1)児童の実態

本校の児童の理科に対する意識を分析するために、

平成 30年 1月に勤務校の 5年生 101人を対象に 5件法

でアンケートを実施した。アンケートの結果から、「理

科の勉強は楽しい」と肯定的に答える児童は 88.1%、

「理科の勉強は好きだ」と肯定的に答える児童は

78. 2%であり、理科の学習が好きな児童が多く、楽しく

学習に取り組んでいることが伺える。一方、資料1から

「理科を勉強すると日常生活に役に立つ」と多くの児

童が感じているものの、学習したことを普段の生活の

中で活用できるか考える児童は少なくなり、日常生活

の中で役立てることはなかなかできていない現状が伺

える。また、授業終了後に学びを振り返っている児童が

少なく、 1時間の学びを自覚できていないことや、今ま

でに学んだことを思い出して学習の中に取り入れるこ

とは十分にできていないことがわかる。したがって、理

科の学習には前向きな姿勢が見られる一方で、学びを
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振り返り、学びを日常生活につなげることには課題が

あることがわかった。
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(2)新学習指導要領の目指す小学校理科教育

新学習指導要領では、資質・能力をより具体的なもの

として示し、授業改善の視点の一つとして「主体的・対

話的で深い学び」を弛調している。解説理科編の中では、

資質・能力を育成する過程で、見方・考え方を働かせな

がら知識・技能を習得し、思考・判断・表現していくこ

とを重視している。また「学習や日常生活などにおける

間題発見・解決の場面でも、獲得した資質・能力に支え

られた『見方・考え方』を働かせることが『深い学び』

につながっていくもの」と述べられている。

見方・考え方を働かせることについては、「児童自ら

が『理科の見方・考え方』を意識的に働かせながら、繰

り返し自然の事物・現象に関わることで、児童の『見方・

考え方』は豊かで確かなものになっていき、それに伴い、

育成を目指す資質・能力がさらに伸ばされていく」と記

されている。

これらのことから、今後の小学校理科教育の方向性

として、資質・能力を身に付けるだけでなく、理科の見

方・考え方を働かせて学ぶことが重要であり、教科の学

習を日常生活や社会につなぐことが深い学びの鍵と言

える。

(3)理科の資質・能力を育成する学習過程

理科の資質・能力を育成するために重視すべき学習

過程として、中央教育審議会の理科ワーキンググルー

プは資料2のように提示しており、小学校でも届本的

には同様の流れで学習過程を捉えることが必要とされ

ている 2)。

以上のことから、学びを日常生活につなげる理科学

習を目指して本研究主題を設定した。
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【資料2】

資質・能力を育成するために重視すべき学習過程のイメージ

資質・能力を育成するために重視すべき学習過程のイメージ（高等学校基礎科目の例り）

3 先行研究

I 理科における資質・能力の例パ I 
●主体的に自然事象パとかかわり，それらを科学的に探究しようとする態度
（以後全ての過程に共通）
●自然事象を観察し.必要な情報を抽出整理するカ
●抽出澄埋した情報について，それらの関係性（共盪点や相違点など）や傾
向を見いだすカ
"'●''"'" 

・見いだした関係性や傾向から，霞覇を設定するカ

I• 見通しを持ち，検証できる仮設を設定するカ
●仮設を確かめるための観察実験の計薗を立稟するカ
●餞察実験の計薗を評価選択・決定するカ

I●観察僕験を実行するカ
I ●観察•実験の結果を処理するカ

●楓緊実験の組果を分祝鱚釈するカ
●情報収集して仮餞の妥当性を検討したり，考察したりするカ
●全体を楓り返って推篇したり，改詈策を考えたりずるカ
●新たな知識やモデル等を割造した•J, 次の課題を発見したりするカ
●事象や概念等に対する新たな知識を再構襲したりJ員得したりするカ
●学んだことを次の罷題や日鴛生活や社会に活用しようとする熊度

I●考察帷請したことや結論を発表したりをレポートにまとめたりするカ
次の探究の過程

学びを日常生活につなげ、日常生活の中から不思議

や疑間を見つけて学んでいくようにするには、学晋者

の学びが点ではなく、連続的につながることが必要で

ある。そのため、学習のプロセスや足跡を学習者が俯諏

できるようにすることが重要だと考える。そこで一枚

ポートフォリオ評価 (OPPA: One Page Portfolio 

Assessment)に注目した。 OPPAは、「教師のねらいとす

る授業の成果を、学習者が一枚の用紙(OPPシート）の中

に授業前・中・後の学習履歴として記録し、その全体を

学習者自身に自己評価させる方法を言う」と OPPAを考

案した堀哲夫(2002)は定義している 3¥
このことから、OPPAは児童が学習してき

たことを認識し、俯轍することに適した

ものであると考える。

OPPAの学カモデルと OPPシートの構

成を資料3に示す。 OPPシートは、「単元

名タイトル」「学習前・後の本質的な間

い」「学習履歴」「学習後の自己評価」の

4つの要素から成り立っている。

市川・堀 (2008)は、「OPPシートを利

用することで推論能力を育成できる」と

示している ,1)。また、山下・堀 (2010)

は、「学習指導案作成と OPPシートを関

連させることによって、子どもの資質・

能力の育成にも主眼を岡きながら学習

指導が可能になり、授業のグランドデザ

インを考える上で一つの方法といえる」

としている 5)。さらに、畦・岡崎 (2015)

は、「OPPAを取り入れた理科授業は、児

童の資質・能力：学習意欲、自己効力、

メタ認知、理科に対する価値観、及び理科における思考

カ、表現力の向上に教育効果がある」としている 6)。草

場・武内・蒲生 (2016)は、「OPPシートが他者との関わ

りといった社会的相互作用を通して、児童のメタ認知

活動を促進するための効果的なツールとなる」と述べ

ている 7)0 

したがって、 OPPシートの利用や OPPAを取り入れた

授業は、児童の資質・能力の育成に効果があり、学びを

日常生活につなげる学習を目指すための手立てとして

も活用できるものだと考える。

【資料3】OPPA学カモデルと OPPシートの構成要素の関連

（堀哲夫『教育評価の本質を間う 一枚ポートフォリオ評価 OPPA 一枚の用紙の可能性』より引用）
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4 研究の概要

児童が間題解決の過程を意識して学習を進められる

ように OPPAを授業の中に取り入れ、資料4のように学

習を進めることにした。

【資料4】OPPAを取り入れた問題解決の過程

問題の見いだし・設定

o I I 11!11磁瞑 匹尋
見＇ 

予想や仮設の設定

｀ 
検証計爾の立案

星
たII I 籠察・実験の実籠 I 1 1 日せた

暴
結果の娼理

OPPAを授業に取り入れ、 H常生活の中の現象とつな

げることを意識した単元構想や発間を工夫することに

より、理科の見方・考え方を働かせ、授業での学びを意

識した目で日常生活の中の事物・現象を捉える姿が育

つのではないかと考えた。また、学びを日常生活の中の

現象と結びつけ、学びを生かして日常生活を見直すこ

とで、学習内容を深く理解したり、新しい間題を見いだ

したりできるよう、単元の中に学びを生かす学習間題

（課題）を設定し、追究させたい。

したがって、 OPPシートを活用し、単元を通して学習

の足跡を振り返らせ、学習者が自分自身の成長を確認

し、何ができるようになったか、どんな能力が育ってい

るかを自覚させていきたい。また生活の中から追究す

る間題（課題）を設定することにより、日常生活の中の

現状と結び付けて考え、習得した資質・能力を生活に生

かそうとする態度や姿勢を育てていきたい。以上のこ

とから研究構想図としてまとめたものが資料5である。

【資料5】研究構想図

「学びを日常生活につなげる理科学習」

II (ffシートの工夫と(ff_::取り入れた授業づくり 11

,--------- --------, 
I見方カード・考え方カードの活用 l 
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学びを日常生活につなげる

学びを日常生活につなげるためには、知識・技能の習

得だけでなく、理科の見方・考え方を学び、それらを働

かせて間題解決学習に取り組むことが必要である。そ

の結果、日常生活の中の事物・現象から課題を把握し、

理科の見方・考え方を働かせて学べるようになり、学び

と日常生活とのつながりが生まれ、より理科の面白さ

や有用感が高まっていくと考える。

児童が現時点でもっている既習の内容や生活経験に

よって作られた概念（以後、素朴概念と記す）の変容を

児童自らが実感できるようにすること、つまり学びを

メタ認知することが重要であり、その過程を経ること

が、習得した資質・能力をもとに、より一層理科の見方・

考え方を働かせることができると考える。また、理科の II 
見方・考え方を働かせる場を設定することで、素朴概念

が科学的概念へと変容していき、この過程を繰り返す

ことが、解説理科編で示されている「児童自らが『理科

の見方・考え方』を意識的に働かせながら、繰り返し自

然の事物・現象に関わることで、児童の『見方・考え方』

は豊かで確かなものになっていき、それに伴い、育成を

日指す資質・能力がさらに伸ばされていく」ということ

につながる。さらに活用・探究段階では、日常生活との

つながりを意識した課題を理科の見方・考え方を働か

せて科学的に解決していくことで、よりその実現が図

れると考える。

科学的

概念

’―--------I見方カード・考え方カードの活用 ： 
1--------------------

問題解決的な単元構想の工夫
-．

．

 -―
 

5 研究の内容と方法

(1) 目指す児童像

理科の見方・考え方を働かせて学習し、学びを日常生

活につなげて捉え、身近な事物・現象に興味•関心をも

つことができる児童

(2)研究の仮説

①学びを俯諏的に捉えることができる OPPAを取り入れ

た授業づくりをすれば、習得した資質・能力をもとに見

方・考え方を働かせて日常生活の現象に目を向けるこ

とができるであろう。
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②日常生活の中の事物・現象との関連を図った間題解

決的な単元構想に基づいて学習を進めれば、身近な事

物・現象により興味•関心をもつことができるであろう。

(3)具体的な手立て

① PPシートの工夫と OPPAを取り入れた授業づくり

学びをもとに日常生活に目を向けられるよう、項目

に工夫を加えた OPPシートを作成し、 OPPAを取り入れ

た授業づくりを進める。学んだことについて児童自身

のメタ認知を促進し、日常生活の中の現象と結びつく

ようにする。

②問題解決的な単元構想の工夫

単元を貫く間いを設定し、児童の疑間や不思議を感

じた気付きを基に単元を構想し、間題解決的な学習を

進める。習得・活用・探究の段陪を設定し、学んだこと

をもとに見方・考え方を働かせて確かな資質・能力の育

成を目指す。

(4)検証の方法

学習したことを日常生活と関連させて考え、身の回

りの現象に興味• 関心をもって学びを生かそうとする

児童が育ったかどうかを、 OPPシートの記述内容から抽

出児童を中心とした児童の変容を分析して検証する。

実践前となる 5年生時（平成 30年 1月）の「もののとけ

方」の学習前の間いの記述内容を分析して抽出児童の

対象を決定した。抽出児童の詳細については資料6に

記す。また、実践前後に児童へのアンケートによる意識

調査を行い、分析して検証する。

資料6 抽出児童について

実践前

の記述

抽出児童A I 抽出児童 B

問い：同じ形のコップに、それぞれ同じ量の食塩水と水が入っ

饂児 発言は多いが、科学的 自分で見たことや経験し

童につ 1 根拠に基づいた説明に 1 たことを基に考えること

いて なっていない。 が多い。

6 予備実践「もののとけ方」「ふりこの動き」

OPPAを取り入れた授業づくりを進めるにあたり、平

成 29年度の 2月から、 5年生単元「もののとけ方」「ふ

りこの動き」の実践に OPPシートを取り入れ、児童に授

業の終末で学びを振り返らせることから始めた。予備

実践前後のアンケート調査結果から、授業の終わりに

学びを振り返る児童が 15.2%から 64.7%に増加し、学

習内容の振り返りや習得した力をメタ認知する姿勢が

見られるようになったことがわかった。

また、単元の最後に日常生活と関連した学習課題を

設定して授業を展開したところ、理科を勉強すると日

常生活に役立つと肯定的に回答する児童が、 72.7%か

ら85.3%に増加した。

これらのことから、 OPPAによる学びのメタ認知を図

り、間題解決的な単元構想のエ夫を進めることにより、

学びを日常生活へつなげる理科学習について一定の成

果が見られたことから、さらに研究を推進していくこ

とにした。

7 授業実践 1 「水よう液の性質」

(1)調査対象：本校の第6学年 34名

(2)調査時期： 2018年 6月,---....,,7月

(3)実践の内容

① OPPシートの工夫と OPPAを取り入れた授業づくり

学習履歴の内容は「授業で大切だと思ったこと」「疑

間•これからの生活へ」「生活のつながり」「科学者の日」

の4項日とした。生活へのつながりは、「この学習は、

生活とつながると思いますか。」という質間に 5段階で

回答させた。また、「科学者の目」は、学習時に働かせ

る見方・考え方を基にして科学者の目を設定し、それら

を働かせて学習に向かうことができたかを 3段階で顔

の表情で自己評価させた。本実践のために考案した OPP

シートの学習履歴については資料7に示す。

【資料7】作成した OPPシート（学習履歴）一部抜粋

②単元構想の工夫

【資料8】 「水よう液の性質」単元構想図

扇
6年生理科「水よう液の性質』単JD構想図 (13時闇完了）
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本単元の構想を資料8に示す。本単元では、単元を貰

く間いを「汚れを落とすものはどれだろうか。」とし、

導入で身の回りに日を向けることから学晋に入り、学

習内容が身近なものと関係していると意識させて学習

を進めた。

単元の中で見方・考え方を働かせる場を活用 (4/13)、

探究(11・12/13)を中心にして設定し、見方・考え方を

働かせることを意識して授業を進めた。また、学習の中

で働かせる見方を科学者の目として示し、授業の中で

見方を使って考えることができたかどうかを 3段階で

自己評価させ、意識化を図った。考え方については、「比

べながら調べよう」「関係づけながら調べよう」「条件を

整えて調べよう」「複数の側面から多面的に調べよう」

の4枚のカードに示し、常に子どもの日に届くところ

に掲示して視覚化し、意識させた。

(4)研究の実際と考察

①学習課題を身近な問題に捉える児童（第 1時）

単元の導入として、児童が普段使用し、清掃している

便器の隅にある黄ばんだ汚れの写真を見せ、「掃除をが

んばっているのだけど、こういう汚れを落とせたらい

いね」と伝えた。児童らは、「だって取れんもん、それ。」

と答え、ブラシでこすってもなかなか落ちない汚れで

あることを確認した。そこで、学校や家庭で目にするこ

とが多い様々な洗剤を提示し、「よごれをきれいにする

のは、どれだろうか。」と間いかけた。まずは4種類の

洗剤について成分表に注目させ、考えさせた。すると、

児童らは液性が違うことに気付き、入っている物も違

うことに気付いた。 トイレ掃除に使うという用途が同

じでも液性に違いがあることに気付いた。

【資料9】第 1時の振り返り (6月 13日）

児童A

資料9は児童Aの振り返りである。この内容から、身

の回りの水溶液には液性があることを知り、酸性やア

ルカリ性の物の容器に「まぜるな危険」の表示があるこ

とから、液性の違いに関心をもち始めていることが分

かる。これは、問題解決的な学習の導入として設定した

間いが児童の考えを刺激し、疑間や不思議を基に学習

課題を身近な間題として捉え始めたからと考えられる。

②身の回りの物に目を向け始める児童（第5・6時）

第5・6時は、第2・3時の学習後に挙がった「炭酸

水は水なのに、なぜ酸性になるのだろう。」という疑間

を基に、学習課題を設定して進めた。炭酸水は水に二酸

化炭素が溶けてできていることを知ると、「二酸化炭素

を飲んでいたの。」と多くの児童が驚いていた。

【資料 10】第5・6時の振り返り (6月26日）

児童A

資料 10から、児童Aは学習した炭酸水から普段飲ん

でいる炭酸飲料に思考が結びついていることが分かる。

今までは飲み物として認識していた炭酸飲料を「レモ

ン」と「炭酸水（二酸化炭素と水）」からできているので

はないかと考え、その性質にも日を向けて考え始めて

いる。さらに、他の炭酸飲料についても学習したことと

関係づけて考えていることが分かる。これは、既習の

OPPシートの記述内容を自ら振り返り、レモンも炭酸水

も酸性であったことから新たな疑間へとつながったと

言える。また OPPシートに記述することによって、自ら

の日常生活を振り返り、普段口にしていた様々な炭酸

飲料についても学びと思考がつながったと言える。

③科学的な根拠をもって説明する児童（第8・9時）

第7時で、溶けた鉄やアルミニウムがどうなったか

を多くの児童が考え始めていたので、第8・9時では

「塩酸にとけたアルミニウムはどうなったのだろう

か。」という課題を設定し、学習を進めた。資料 11は、

予想段階での児童の話し合いの様子である。

【資料 11】第8・9時の授業記録（前半）

S1 (アルミニウムは）小さな粒になって広がった。

T 根拠は。

S1 食塩の水溶液を作った時、小さな粒になって広がっていった

鯰。
T なるほど。他には。

児童Aアルミニウムの性質の入った水溶液になった。

T アルミニウムはどうなってる。

児童A溶けて、水溶液になった。

T この中に小さな粒になった状態なの。

児童A小さな粒になって、液体の中で同じになった。水の中で合体

したから、見えなくなった。塩酸と同化した。

児童は 5年生で学んだ「もののとけ方」の既習内容で

ある溶けるという概念を基にアルミニウムが塩酸に溶

けたことを説明しようとしている。多くの子が Slの考

えに賛成している中、児童Aはただ小さな粒になって

水の中に広がったわけではないことを主張していた。
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そこで、溶ける時に泡が出たり発熱したりしたことに

着日させ、もう一度考えさせたところ、資料 12のよう

に話し合いが進んだ。

【資料 12】第8・9時の授業記録（後半）

(S2は、泡＝二酸化炭素だと考えている。）

S2 アルミニウムが違う成分に分かれて、一部が二酸化炭素にな

って、一部が塩酸の中に残ってる。残ってるものはアルミニ

ウムではない別の物になる。

-(略）一

児童 A一部が塩駿に残ってるものは、アルミニウムはアルミニウ

ムのままなの。

S2 二酸化炭素が出ていって、アルミニウムは違う成分。

T (略）S2は二酸化炭素が出て、残りはアルミニウムではない別

の物になった。児童Aはアルミニウムではない別の物になっ

て特に（試験管の外には）出ないという考えでいいのかな。

S2 (泡が）出ない、じゃあ泡は（どういうことか）。

児童 A泡の正体は・・・。泡は二酸化炭素じゃなくて、混ざった時に

出た。混ざって別の物に変わった時に出た。変わるときに泡

が出るものだ。

-(略）一

S3 (S2のように）二酸化炭素になるとかがないと、熱くなるこ

とを説明できない。

児童Aそれは、アルミニウムと塩酸が同化する時に熱くなる。

S4 何で熱くなるんですか。

児童A何か反応するから熱くなる。

このように、 S2や児童Aの発言は泡や発熱したこと

を根拠にして説明する予想へと変わっていき、他の児

童もアルミニウムが塩酸に溶ける時には何か反応が起

こっているのでないかと考えるようになった。児童A

の説明についても、前半では科学的な根拠なく発言し

ているが、後半には泡や発熱の現象を根拠に挙げて自

分の考えを説明している。既習内容と比べ、現象と関係

づけて考え、見方・考え方を働かせて考え、説明してい

る姿だと言える。これは、考え方カードを意識させて話

し合いを進めたことで、本質に迫る考え方をしている

他の児童の意見を聞いた児童Aの考えが、科学的概念

へと高まりつつある姿だと捉えられる。

④学びを生かして探究する児童（第 11・12時）

探究の段階として、自分の疑間を基にテーマを設定

して調べさせた。探究のテーマは資料 13のようなもの

であった。テーマを設定するにあたり、児童は習得・活

用の段階で学んできたことや自らの疑問を OPPシート

の記述を通して振り返り、テーマ設定をしていた。また、

本単元で働かせてきた見方を見方カードとして提示し、

見方・考え方を働かせて探究学習を進めさせた。

児童Aは第5・6時の炭酸水の学習から生まれた疑

間の「ccレモンは何性か」をテーマに設定した。児童

Aの学習シートを資料 14に示す。この記述から既習内

容を生かして根拠のある予想を立てることができてい

ることが分かる。また、実験計画でムラサキキャベツ液

を使って酸性度の弛さを調べる計画を立て、実験して

いる。これらはOPPシートの記述を自ら振り返り、単元

での学習を俯諏して捉えることができたことによる成

果であると考える。

【資料 13】探究のテーマ

A 酢以外の調味料は何性なのか。

B 他の調味料に金属は溶けるか。

C CCレモンは何性か。（児童A)

D 他の色の色素で水溶液は区別できるか

E お茶に二酸化炭素を入れると、炭酪茶になっておいしいか。

F レモン汁を紙にぬって、ムラサキキャベツ液で絵を描けるか。
G ドライアイスを水に入れると、何性になるか。

H 金属は溶ける量に限りはあるか。

I 二酸化炭素以外でも炭酸水みたいにシュワシュワするか。
J 水溶液の濃度を高くすると、酸性の強さはどうなるか。
K 中性は、アルミニウムや鉄を溶かすのか。

【資料 14】児童Aの探究学習の学習シート

(5)実践 1の研究の成果

① PPシートの工夫と OPPAを取り入れた授業づくり

学習後に単元全体を振り返り、学習者自身に学習前・

中・後の変容を意識化させ、メタ認知を促進した。

【資料 15】児童Aの学習後の自己評価

「学習のタイトル」を考えよう。（学習を終えて）

、）:-j 
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I 

資料 15から、児童Aは、酸性・中性・アルカリ性に

ついて理解を深め、「どういう風に危険になってしまう

かなど分かったのでよかった」というように、それぞれ

の液性の特徴を理解してこれから役立てようとしてい

ることが分かる。また、「プールも水よう液がいっぱい

ある」と書いていることから、身の回りにも様々な液性

の水溶液があり、学習したことが日常生活の物へと結

びついていることが分かる。さらに、学級全体の自己評

価を分析すると、 AとBを合わせた 25人(73%)が、学

びをH常生活につなげている記述だと考えられる。（資

料 16)

【資料 16】自己評価の記述の評価基準とその結果

A: 水溶液の性質についての学びを身の回りの水溶液と関連付けて

捉え、考えた記述が見られた。 (15人）

B授業で取り上げた身の回りの物から水溶液を捉え、考えた記述が

見られた。 (10人）

C: 水溶液の性質についての学習したことを確認する記述であり、身
の回りとは関連していない。 (9人）

②問題解決的な単元構想の工夫

学習後の記述に「（学習を振り返って）このようにど

んどん水溶液から疑間が出て、それを求めて、考えがこ

んなに広がるなんてすごいと思いました。」「考えが進

むにつれて、いろんな疑間が増えていった。それで気に

なることを調べることができた。そのため考えが広が

った。」というものが見られた。これらの内容から、導

入で学習内容を身近なことと捉えさせ、間題解決的な

単元構想で学習を進めてきたことにより、知りたいと

いう思いを持って学習を進め、考えが広がっていった

ことが分かる。学び得たことから身の回りの物を見る

ことで不思議や疑間を感じ、 OPPシートに不思議や疑間

を表出することによってそれらが意識化され、間題解

決的な学習に取り組みやすくなったと考えられる。ま

た、探究学習の内容から、見方・考え方カードを提示し

たことにより、間題解決の過程で見方・考え方を意識的

に働かせて追究できたことが分かる。

8 授業実践2 「てこのはたらき」

(1)調査対象：本校の第6学年 34名

(2)調査時期： 2018年 9月

(3)実践の内容

① PPシートの工夫と OPPAを取り入れた授業づくり

学習内容がより一層生活の中で見られる現象・事象

と結びつきやすくなるよう OPPシートの内容項目を改

善した。「授業で大切だと思ったこと」を「授業のふり

かえり（へえ、なるほど！など）」とし、学習者にとって

一番の気付きとなる内容を書かせるようにした。

②問題解決的な単元構想の工夫

本単元の構想を資料 17に不す。

単元を貰く間いを「一人で先生を持ち上げるにはど

うしたらよいだろうか。」とし、学習したことが成果と

して分かりやすく出るものにした。学習が進むにつれ

て「学んだこれを使えばできそうだ」という見通しがも

てるような単元構想とした。

本単元でも見方・考え方を働かせる場を活用 (7/10)、探

究(8・9/10)を中心にして設定し、見方・考え方を意識

して授業を進めた。また、実践 1で提示した見方カード

や考え方カードは本単元でも継続して使用し、科学者

の日として自己評価をさせて意識化を図った。

【資料 17】「てこのはたらき」単元構想図

6年生理科「てこの1-;t:/"=らき」単元構想園 (1直躙完了） 鯰【鰯•陶】
麟：翌望二賞誓詞竺上げるには、四したらよいだろうか。】~

〇棒をどのように使うと、小ざg力で大きな力を出すことができるか話し合おう。
まと双棒を1点で支え、力を加えてもの芍寺ち上1廿：：り、動かしたりするしくみをてこという。】

◎【ものをlヽさな力で持ち上げるには、支点から力点までの長さ、 てこのi対ふ去(2/10)

支点から作用点までの長さをどのようにすれiまよいだろうか。】
0カ点や作用点の位置を変えたときの手ごt云を晶べよう。
まと双てこを吏つてもの怨耗上げるときは、支点から力点まで乃長さが長いほど、

支点から作用点までの長さが短いほど、小さな力で寺ち上げることができる。

◎【支点の位置を変えると、手ごたえは変わるだろうか。】てこのltr::ら去(3/10)

習
〇支点の位置を変えて調べてみよう。

得

まと以てこを吏つてもの咎耗上げるときは、支点から力点までの長さが長いほど、

点から作用点までの長さが短いほど』屯な力で持ち上げることができる

◎【てこ効ヽ たも1ナるはたらきは、力を加える位置や てこのつり合いとかたす浄(4/10)

加える力の大きさとどのような関系があるのだろうか。】
〇実験用てこ想吏って、腕の傾きを晶べよう。
まと以てこのうでは、左右のおもり0)f立置でかたむきが変わる。

水平になるときは、つり合っているという。】

◎【実験用てこのうでがつり合うどきには、 てこのつり合いとかt=む去(5・6/10)

どのようなきまりがあるだろうか。】
0条件を整理して、実験の計画葱よう。
〇実験用てこがつり合うときのきまりを品べる。
まと以てこが水乎こつり合うときのきまりは、式で表すことができる。

支点から等距離に物をつるして棒が水平になったどき、物乃重さが等しい。】

◎【てこのはたらきを利用しt::ifil具には、どのようなものがあるだろうか。】 てこ吝利用したi首輿7/10)

活 IO身のまわりの物で、てこを利用しお直具を見つけ、支点・カ点・作用点邪観忍しよう。

用

まとめ【てこのI討：：らきを利用しt道慎は身の回り口::.<さん知5。】
↓ 

探 ◎【身の回りの物には、てこを利用した物があるだろうか。】てこ祖利用しお首興8・9/1

究 〇身の回りの物で、てこを利用した物を探そう。
まと双てこのi討：：らき菩lj用しt~県は身の回りにたくさんあり、生舌を更利にしてい

↓ 
ま ◎【学習をふりかえろう。】 ふりかがり(10/101

と 〇学習をふりかえって、わかったことや学んだことを貶：めよう。
め ●単元を貫く問い「一人で先生芍寺ち上げよう。」について、結論を出す。

(4)研究の実際と考察

①学習内容に興味をもつ児童（第 1時）

0支点の位置を
変えると、支点か
らの距離が変わ
り、手ごた冠唆
わるこi:::fJゞゎヵと
た3

0支点からの距
離とおもりの重さ
との関甜コっ
て、てこ怒頃ける
働き力唆わぶこと
がわかった3

0支点からの
距離とおもりの
重さとの関系
は、てこの規則
性であることが
わかった。

導入で「一人で先生を持ち上げるにはどうしたらよ

いだろうか。」と間い、児童に考えさせたところ、「え～、

無理だな。」とつぶやいていたが、滑車を使ってロープ

で持ち上げる案や、シーソーを使う案などが出てきた。

そこで、「だれもが楽に持ち上げるには、どうすればよ

いか、模型を使って調べよう。」と学習課題を提示し、

6 kgのおもりを木の棒を使って楽に持ち上げる方法を

考えさせた。実験するための教具は自作し、一人一人が

手ごたえを自分で調べ、体感することを通して学べる

ようにした。おもりの位置や棒に力を加える位置を変

えると楽に持ち上がるようになりそうだと気付く児童

が見られ、いろいろな位置で試していた。

資料 18は、第 1時の授業後の OPPシートの記述であ

る。児童 Bはてこの仕組みを知り、てこの原理を使っ

て持ち上げることについて興味をもち始めていること

が伺える。他の児童もてこについて多くの疑間をもっ

ている。これは、単元を貰く間いが児童の好奇心を刺激

し、また、てこの仕組みを体感してその面白さを感じた

ことがてこへの関心を高め、もっと知りたいという思
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いを引き出すことができたと考えられる。

【資料 18】 第 1時の振り返り (9月 11日）

他の児童
・普通に物を持ち上げるよりもてこの仕組みを使うから楽

だということが分かった。もっと重い物でもてこの仕組み

は使えるのか。おもりがどれだけ重くなっても同じ力で持

ち上げられるのかな。

•お父さんが冬用のタイヤに変えるときに、たぶんてこを使

って持ち上げてタイヤを変えていたので、たぶんてこはそ

ういう生活面でも役立てられているのか。（児童A)

• 他にてこの仕組みを使ったものはあるのか。
• どうして同じ6kgのおもりなのに場所によって感じる重

さが違うのだろうか。

②単元を貫く問いを考え続ける児童（第5・6時）

第5・6時では、児童は支点からの距離が長くなると

つり下げるおもりは少なくなることに気付いた。おも

りの重さと支点からの距離である目盛りの数をかけ算

した値に着日して、てこの左右の腕でその値が等しい

ときにつり合うといった法則性に気付き、児童の説明

の中で「かけ算法」と名付け、さらに詳しく調べていっ

た。授業後の振り返りを資料 19に示す。

児童 Bも他の児童も、てこの傾きやつり合いの規則

性を理解すると共に、単元を貫く問いである「一人で先

生を持ち上げるにはどうしたらよいだろうか。」に立ち

戻って考え始めていることが分かる。

【資料 19】第5・6時の振り返り (9月25日）

児童B

他の児童

•かけ算法がなりたったので、この方法で持ち上げられるのでは？

ざ•o/•. 冷

念、思苓．

吟- ...、姿 r~:)ei
裟--,•• •••• 一・----・ベ-囀/·...、~

これは単元を貰く間いが児童にとって多くの疑間を

生む内容であり、間題解決的な学習を進めるのに有効

な間いであったと言える。児童 Bはまだ具体的な解決

策にはなっていないが、学んだことを基にして間いに

対して解決策の見通しをもち始めていることが分かる。

③学びを日常生活につなげる児童（第7・8時）

第7・8時は、これまでの OPPシートの「不思議だな」

の項目に記述されていた「シーソーの形以外の物でて

この仕組みは使えるのだろうか。」や「もしかしたら、

シーソーみたいな形じゃないてこがあるのかも。」を基

に、「てこのはたらきを利用した道具には、どのような

ものがあるだろうか。」を本時の学習課題とした。

身の回りの物を、見方を働かせて見てみると、児童は

自分の周囲にはてこを利用した様々な道具があること

に気付き始めた。そこで、支点・カ点・作用点を探し、

カの伝わり方を考えさせ、これらの道具を 3つの点の

位置や並び方に着目させて仲間分けをさせた。仲間分

けをすることで、道具によって力の伝わり方が違い、用

途に適した力が伝わるよう工夫されていることに気付

かせた。

授業後、家庭でも様々な物にてこが利用されている

ことに気付いたと児童がつぶやいていた。資料20の児

童 Bや他の児童の振り返りからも、自分の身の回りを

見て、普段何気なく使っている道具にてこが利用され

ていることに気付いたことがわかる。これは OPPシー

トヘの記述や見方・考え方カードによる意識化により、

見方・考え方を働かせて身の回りの事物を見ることが

できており、学びを日常生活につなげる姿と捉えるこ

とができる。

【資料20】第7・8時の振り返り (9月27日）

児童 B

他の児童

・てこにはいろいろな種類があることがわかった。また、場合に

よっててこを使い分けていることがわかった。晩御飯が何か間き

ながら、てこの道具を見つけた。

④学びを生かして探究する児童（第9・10時）

第9・10時は、単元を貫く間いである「一人で先生

を持ち上げるにはどうしたらよいだろうか。」について

再び考えさせた。実験用てこを使って、作用点となる教

師が支点の近くである 1の日盛りのところにいて、反

対側の一番端である 6の目盛りに力を加えればよいと

説明する児童がいた。また、これを実際にするにはもっ

と長い棒を使えば教師を持ち上げられそうだという考

えには多くの児童が賛成した。実際に約 8mの棒を使

って、「一人で先生を持ち上げよう」実験を行った。支

点から力点の長さを長くすると、とても軽くなること

を実感していた。一方で、棒の長さが長くなりすぎると

力点の上下する移動距離が長くなることにも気付いた。
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さらに、単元を振り返り、まだ解決していない疑間を

基にテーマ設定（資料 21)をさせ、それぞれ追究したい

テーマごとのグループで探究活動を行った。

児童 Bは、身の回りの物からてこを利用した道具を

探し出し、「栓抜き、缶切り、爪切り、箸」がてこを利

用した道具ではないかと考え、支点・カ点・作用点を確

認し、どのように力が伝わり働いているのかを適具を

使いながら調べてまとめた。箸は児童 Bが第7・8時

に疑間として OPPシートに記述した内容であり、自ら

の疑間を OPPシートの記述から確認し、テーマ設定に

つなげて探究することができたと言える。

【資料21】探究テーマ

A身の回りの物からてこの道具を探そう。（児童B)

B力点を変えたときと、作用点を変えたときではどちらが楽なのか。

C実験用てこで、目盛りが小数のときつり合うことはあるのか。

D重さや目盛りを小数にしたらどうなるか。

E実験用てこでおもりの位置を2か所にして規則性を調べる。

Fおもりをたくさんにしてつり合わせてみよう。

G支点の負担はどのくらいか。

(5)実践2の研究の成果

⑪ PPシートの工夫と OPPAを取り入れた授業づくり

児童BのOPPシートの記述を資料22に示す。

【資料22】児童BのOPPシート
［学習前］＜ぐv,,)

--'〇'-:.,..

A多 /JJ'.・・:,t ; ¥')、'/さ

/)へ...l)  • 

学習前後の同じ間いに対する記述内容を比べると間

いAの「はさみの使い方」について、学習前は生活経

験から「奥の方で切る」と述べながらも、力任せに切る

という認識だが、学習後はてこの仕組みを理解したう

えで効率のよい使い方を説明することができている。

また、間い Bではてこを利用した道具として身の回り

の物をたくさん挙げている。このことから、てこの仕組

みが様々な物や道具に利用されて身の回りに多く存在

していることに気付いていることが分かる。また、単元

全体を振り返った自己評価では「最初はてこの物があ

まりない」と言っているが、「てこのしくみが分かった

らたくさんでてきた」と表現していることから、日常生

活の中で学習した見方・考え方を働かせて物事を見る

ようになり、身の回りからてこの道具に気付けるよう

になったことが分かる。さらに、学級全体の自己評価を

分析すると資料23から、 AとBを合わせた 31人(91%)

が学びを日常生活につなげている記述だと考えられる。

しかしCの3人も、てこを利用した物を挙げさせると、

学習前よりも数が増えたことから、身の回りの物を見

て、てこを利用した道具だという認識をもつようにな

ったことが分かる。

【資料23】自己評価の記述の評価基準とその結果

A: てこについての学びを身の回りの物と関連付けて考えた記述が見
られた。 (26人）

B: 授業で取り上げた身の回りの物が、てこを利用した道具だと理解し
た記述が見られた。 (5人）

C: てこについて学習したことを確認する記述であり、身の回りの物と
は関連していない。 (3人）

②問題解決的な単元構想の工夫

児童の記述の中で「（学習を振り返って）前は、てこは

シーソーだったけれど、今はてこは身の回りの物だっ

て変わった。生活の中でたまに、（この道具は）てこだっ

てなる。」や、「学習前は、てこのしくみを利用した物っ

て少ししかないんじゃないのと思ったけど身の回りに

めっちやあるからすごいと感じた。もっと探してみた

い。本当に先生がもち上がったのでびっくりした。」こ

れらの記述から、学んだ見方・考え方を働かせて身の回

りからてこの仕組みを見つけ、巧みに利用して道具が

できていることを認識するようになったことが分かる。

また、単元を貫く間いが学習の最後まで生きており、児

童の関心を高めることに有効であったことが分かる。

9 研究の成果と課題

(1)抽出児童を中心とした児童の変容から

児童A ・児童Bは、学習が進むにつれて習得したこ

とを基にして、見方・考え方を働かせて身の回りや日常

生活の中の事物・現象を捉えるように変容していった。

このような姿は、作成した OPPシートが学びを日常生

活へと日を向けさせるのに有効であり、 OPPAを授業に

取り入れた成果であると考えられる。

児童Bは最後まで単元を貰く間いを考え続けて学習

を進めた。間題解決的な単元構想のエ夫が児童Bに不

思議や疑間を持ち続けさせ、主体的に学習を進めるの

に効果があったと言える。また、 OPPシートの中の「疑

間・これからの生活へ」を記述することは、児童の疑間

を明確にし、学習が進むと同時に疑間の連続を生み出

し、「不思議だな」「なぜだろう」と関心をもって学習に

向わせることにつながった。 OPPシートの記述内容を授

業の始めに紹介し、児童の疑間を基に学習課題を設定

してきたことにより、理科の授業が日をまたぐ場合に

も思考のつながりを生み、児童自らが知りたいという

思いを維持して学習に向かわせることができた。
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(3) アンケート結果から

アンケートは 5件法で実施したが、結果の分析につ

いては「 5」（以後、「5当てはまる」を「 5」と記す。

その他同様）と「4」を合わせたものを肯定的な回答と

捉えて分析した。資料 24①②からは、実践を重ねるご‘

とにどちらも肯定的な回答が増加したことから、 OPPA

を授業に取り入れたことにより、児童が学習したこと

を振り返ることができるようになり、既習内容を次の

学習に取り入れる児童が増えたことが分かる。資料 25

③は、肯定的な回答が約 90%を占め、その中でも特に

「5」が大きく伸びていることから、 OPPシートのエ夫

によって学びを日常生活につなげる日が育ち、日常生

活の中で不思議や疑間をもつ児童が増えてきたと言え

る。さらに資料 25④より、 1月から 9月にかけて肯定

的な回答が約 28%増えた傾向が見られたことから、学

びを日常生活の中で活用しようとする児童が増えたと

考えられる。

資料 26⑤より、 9月は実践前の 1月よりも肯定的な

回答が増えてきた傾向にあるが、 7月より減っており、

実践 1と実践2の単元が異なることが影響していると

考えられる。実際に日常生活の中ですぐに役立てたか

どうかは単元の学習内容に左右されると推測されるた

め、様々な単元で学びを日常生活につなげる理科学習

を継続し、長期的に見ていく必要があり、課題である。

今後は、学びを日常生活につなげることに加え、児童

がどのような場面で役立てることができたかをより明

確にし、さらに学びを活用して役立てる理科学習を日

指していきたい。
I 

【資料24】アンケート結果の推移
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※資料24~26の項目における網掛けの種類は、資料24と同様

※@@は、抽出児童のアンケート結果

【資料25】アンケート結果の推移

③日常生活の中で「知リだいな」と思うこど
「不思議だ］ふなぜだろう」と思うことがある終
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【資料26】アンケート結果の推移
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、、9月

9月

0% 

習しにことを、日

中で役立てたことがある。
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